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江戸時代における『源氏物語』の俗語訳
一一解釈と弄び一一






























































































ゅ ならうちわ て せんたな よい
湯もじひとつになって。奈良団扇をかた手にもちながら膳棚をさがし。宵














































































もっと もしょせうもつ くは そのきっかづはんた あるひひんき う
尤諸抄物に委しといえども、其冊数繁多なれば、或は貧窮にして、こと
























































①『図書刊行会叢書j第五巻 『近世文芸叢書小説 （下巻）J （一九九一年）による。





⑤今西祐一郎校注 『通俗伊勢物語J東洋文庫五三五 （平凡社、 一九九一年）、「解説」。
＊肘強要旨
今西祐一郎氏は、「やわらげ」の本義を説いた上で、この言葉をさらに訳すということは、すなわ
ち江戸時代における 『源氏物語』の問題、ひいては古い時代の古典の問題でもあると評した。また、
発表者が「俗解」や「俗語Jという言葉を用いたことについて、 f通俗三国志Jを例に挙げ、江戸時
代では一般的に「通俗Jという言葉が使用されていたこ とを指摘した。
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